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第１章 対象圏域と河川の現状 

 

第１節 対象圏域の概要  

 長野県における信濃川水系は、県土のほぼ北半分を占めています。このうち、河川整備計画の

策定に際しては、地形、地域の特性から７圏域（北信
ほくしん

圏域・長野
ながの

圏域・上 小
じょうしょう

圏域・北佐久
き た さ く

圏

域・南佐久
みなみさく

圏域・高瀬川
たかせがわ

圏域・松本
まつもと

圏域）に分割しています。 

このうち長野圏域は、長野県における信濃川水系の中流域にあたる圏域で、千曲
ちくま

市
し

、

埴科郡坂城町
はにしなぐんさかきまち

、上水内郡
かみみのちぐん

小川村
おがわむら

と長野
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市
し

、上高井郡小布施町
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、飯
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町
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含む２市４町１村で構成されています。 
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図－1 長野圏域位置図と長野圏域内市町村位置図 
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（地形） 

 長野圏域は、長野県の北部に位置しており、圏域の南側から北流してくる千曲川
ちくまがわ

が中央西側か

ら流れてくる犀川
さいがわ

と圏域の東端で合流して、北流し、地域で善光寺
ぜんこうじ

平
だいら

と呼ぶ長野盆地が南北方

向に広がっています。圏域の北側には、北信五岳と呼ばれる斑尾山
まだらおやま

、黒
くろ

姫山
ひめやま

、飯
いい

縄山
づなやま

、戸隠山
とがくしやま

などの山々がそびえています。 

 

図－2 千曲川の河川形状 

 

（地質） 

 長野盆地は、北部フォッサマグナ地域に属しています。北部フォッサマグナは、中・古生代の

地層が陥没してできた大きな溝の中に、新第三紀に泥岩、砂岩、礫岩や火山噴出物が堆積して隆

起したものであり、現在も続いている地殻変動により、地層は著しく褶曲し、多くの断層が形成

されるとともに、地下からは割れ目を通ってマグマが上昇し、第四紀の火山が形成されています。

千曲川沿いは、火山岩からなり、犀川の松本盆地西側は、中・古生代の堆積岩類や花崗岩が主に

分布しています。長野盆地は、洪積層及び沖積層など、河川堆積物による厚い砂礫層で覆われた

千曲川沿いの比較的幅の狭い低地帯と支流の堆積によってできた扇状地から形成されています。 

 

出典：国土交通省千曲川河川事務所千曲川・犀川の河道特性 

N  

長野圏域 
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図－3 圏域の地質概要 

 

（気候） 

 長野圏域の気候は、内陸性気候の特性を示し、日本国内でも雨の少ない地域のひとつです。年

間降水量は約９００mmと少ないものの、梅雨期や台風期に降雨が集中することが多いです。また、

年平均気温は１２度と冷涼な気候であるとともに、寒暖の差が大きく、１１月下旬から４月にか

けては降積雪があります。 

 

（土地利用） 

 長野圏域の土地利用の状況は、総面積の約５２％が山林原野で、約１５％が農地です。約７％

を占める宅地は、長野盆地及び千曲川・犀川に沿った平坦地に集中しています。また、圏域北部

にかけての山地部は、妙高戸隠連山
みょうこうとがくしれんざん

国立公園に指定されており、良好な自然環境が保たれてい

ます。 

 

（人口・産業経済） 

 平成２７年現在の圏域内の人口は、約４７４,０００人で、圏域全体では平成１７年からの推移

を見ると減少傾向にあります。このうち、県庁所在地である長野市の人口は、約３７７,０００人

出典：日本列島の地質編集委員会 日本列島の地質 丸善(株)1997.4 

長野圏域 
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と圏域の約８０％を占めており、平成１１年４月に地方中核市に指定されています。 

圏域の産業は、長野市を中心とする商業のほか、印刷、食品、電気機械などの製造業をはじめ

観光・コンベンション産業など多様な産業が集積しています。また、これらの周辺部では、果樹、

野菜、花き等の産地が形成されています。 

 また、長野圏域には、関東、北陸、中部等の各地域を結ぶ基幹交通である北陸新幹線、JR篠ノ

井線、JR信越本線、JR飯山線、しなの鉄道線、北しなの線、上信越自動車道、長野自動車道、国

道１８号、国道１９号等のネットワークが形成されています。また、国宝善光寺や松代城などの

史跡と寺社等の文化財や妙高戸隠連山国立公園等の自然環境に恵まれ、さらには平成１０年の長

野オリンピック・パラリンピック冬季競技大会の開催により、知名度が飛躍的に向上したことに

より、数多くの観光客が訪れています。 

 

（風土・文化） 

 長野地方の文化は、善光寺を中心に門前町として発展を遂げてきております。多くの参拝客が

訪れるために、北国
ほっこく

・飯山
いいやま

・松代
まつしろ

・大町
おおまち

などの街道が整備されるとともに、街道沿いには千曲

市屋代
やしろ

や稲荷山
いなりやま

などに宿場町が形成されました。また、長野市松代は真田十万石の城下町として

発展し、これらの地域には今もなお古い家並みが残されており、当時の面影をしのぶことができ

ます。 

 善光寺では、秘仏の「阿弥陀
あ み だ

如来
にょらい

」に代わる「前立
まえだち

本尊
ほんぞん

」（重要文化財）が７年に一度の御開帳
ごかいちょう

の時だけ本堂に移されて拝むことができ、平成２７年の御開帳の際には、全国から多くの参拝者

が訪れました。 

 

（自然環境） 

 長野圏域内の自然環境は、標高差等に起因する多様な気象条件により、植物相及び動物相は多

様です。特に、戸隠山は植物の宝庫として名高い区域も存在し、トガクシソウのように、その地

域の地名をもつ植物を何種類かあげることができます。森林帯を標高別にみると、１，０００ｍ

未満では、アカマツ、カラマツ、スギ、ヒノキ、サワラ等の植林地やクリ、コナラ、クヌギ等の

雑木林が広がっています。１，０００ｍ以上では、ブナ、ミズナラをはじめカエデやサクラ類の

樹種によって構成され、黒姫山、飯縄山の原生林、戸隠山、戸隠奥社の社有林、旭山
あさひやま

、大峰山
おおみねやま

の

アカマツ林など特定植物群落が存在します。魚類については、イワナ、ヤマメ、ウグイ、オイカ
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ワ、ニゴイ、ギンブナ、ドジョウ等が生息しています。圏域内では、環境省や県のレッドデータ

ブックで野生での絶滅の危険が高いランクの絶滅危惧種に指定されているシナイモツゴが確認さ

れています。そのほか、貴重な種としては、ニホンカモシカ、ツキノワグマ、モリアオガエル、

ハコネサンショウウオ、カジカガエル、クロサンショウウオ、イヌワシ、ハイタカ、ハチクマ、

ハヤブサ、オシドリ、ギフチョウ、ヒメギフチョウ、オオムラサキ、コムラサキ等が確認されて

います。 

 

第２節 圏域内の河川の現状と課題 

第１項 治水に関する現状と課題 

長野圏域の河川の特性は、上流山間部では急峻な渓流を形成し、下流平坦部では緩やかな流

れとなり、対照的な特徴を有しています。その中間部には、扇状地が形成され、上流部から発

生する土砂により天井川となっている河川もみられ、ひとたび洪水が発生すると、氾濫した水

が河川に戻ることなく扇状地を拡散するように広がるため、過去から浸水被害等が発生してき

ました。また、千曲川、犀川の支川では、本川の増水に起因する内水氾濫による被害も受けて

きました。このため、昭和初期から河川改修が行われ、昭和30年代に入ってからは、本格的な

河川改修を進めるようになりましたが、昭和24年9月の洪水では、長野市を流下する裾花川
すそばながわ

の破

堤により長野市街地の大半が水没する甚大な被害が発生しました。また、昭和56年、57年、58

年と連続して台風に襲われ、特に昭和58年9月の 

台風10号は、長野市を流下する犀川・神田川
かんだがわ

・ 

蛭川
ひるかわ

、千曲市を流下する沢山川
さわやまがわ

等では、河川の 

越水等による氾濫により、甚大な被害が発生す 

るとともに、長野市を流下する浅川下流域では、 

大規模な内水氾濫による被害が発生しています。 

平成7年7月の梅雨前線豪雨では、長野市を流下す 

る鳥居川
とりいがわ

の氾濫により、甚大な被害が発生してい 

ます。さらに近年では、平成16年10月の台風23号、平成18年7月の梅雨前線豪雨により、長野市

を流下する犀川の越水による氾濫や岡
おか

田川
だがわ

の内水による氾濫が発生し、沿川の集落に浸水被害

が生じています。平成25年8月の豪雨では、駒沢
こまざわ

川
がわ

において堤防天端まで水位が上昇した他、

新田川
しんでんがわ

においても、農地の一部に浸水被害が発生しています。 

 

【昭和58年9月洪水 犀川（長野市信州新町）での浸水状況】 

犀川 
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これらの度重なる水害に対し、裾花川
すそばながわ

での裾花
すそばな

ダム（昭和44年）、奥
おく

裾花
すそばな

ダム（昭和54年）

の建設、神田川
かんだがわ

での分水路、蛭川・藤沢川
ふじさわがわ

でのバイパス河川、犀川での河川トンネル及び湾曲

部の開削、沢山川、蛭川、鳥居川等での、河道拡幅や堤防等の整備、浅川
あさかわ

での浅川ダム及び排

水機場の建設を行いました。また、現在、三
さん

念沢
ねんざわ

、駒沢川、新田川及び岡田川では河道掘削や

護岸整備による河積拡大を図る工事を実施するとともに、内水対策として岡田川において排水

機場の建設に着手しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 長野圏域内の主な洪水と治水対策は、表－１、表－２のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

犀川 長野市 久米
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路
じ

河川トンネル・久米路第２河川トンネル 

犀川  

久米路河川トンネル 久米路第2 河川トンネル 

浅川 長野市 浅川ダム 

浅川 
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表－１ 長野圏域内の主な洪水 

河川名 生起年月 原  因 家屋被害 浸水面積（ｈａ） 

裾花川 昭和24年09月 キティ台風 床上1,960戸、床下1,252戸 1,800 

犀 川 

昭和58年09月 台風10号 床上546戸、床下69戸 44.3 

平成16年10月 台風23号 床上1戸、床下9戸 1.9 

平成18年07月 梅雨前線 床下14戸 4.5 

神田川 
昭和58年09月 台風10号 床上373戸、床下202戸 270.0 

蛭 川 

鳥居川 平成07年07月 梅雨前線 床上53戸、床下53戸  33 

沢山川 昭和58年09月 台風10号 床上305戸、床下88戸 180.9 

浅 川 

（三念沢、駒沢川、

新田川等の支川を

含む） 

昭和57年09月 台風18号と豪雨 床上171戸、床下35戸 161.8 

昭和58年09月 台風10号 床上331戸、床下188戸 248.5 

昭和63年08月 豪雨 床上4戸、床下165戸 29.8 

平成07年07月 梅雨前線 隣接の鳥居川氾濫で状況把握不可能 

岡田川 

昭和56年08月 台風15号 床上34戸、床下211戸 47.0 

昭和57年09月 台風18号 床下7戸 1.0 

平成18年07月 梅雨前線 床下4戸 0.1 

荒砥沢川 

昭和58年09月 台風10号 床上33戸、床下13戸 1.0 

平成22年07月 梅雨前線 床上1戸、床下17戸 2.0 

平成22年08月 豪雨 床上1戸、床下15戸 2.0 
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表－２ 長野圏域内の主な治水対策 

河川名 事業名 着手年度 備考 

鳥居川 中小河川改修事業 平成08年度  

蛭 川（神田川、藤沢川） 中小河川改修事業 昭和35年度 
昭和48年 蛭川水門完成 

平成07年 神田川水門完成 

裾花川 

局部改良事業 平成04年度  

裾花川上流総合開発事業 昭和37年度 
昭和45年 裾花ダム完成 

昭和54年 奥裾花ダム完成 

犀 川 
小規模河川改修事業 昭和60年度 平成04年 久米路河川トンネル完成 

社会資本整備総合交付金 平成11年度 平成26年 久米路第二河川トンネル完成 

沢山川 中小河川改修事業 昭和34年度  

浅 川 

（三念沢、駒沢川、新田川

の支川を含む） 

社会資本整備総合交付金
＊
 昭和52年度  

治水ダム建設事業 昭和52年度 平成29年 浅川ダム完成 

総合内水対策緊急事業 平成26年度 平成30年 排水機場完成 

岡田川 社会資本整備総合交付金
*
 昭和47年度  

＊事業名については、現在の事業名を記載しています。 

 

しかしながら、沿川に人口・資産等が集中し、河道の流下能力が不十分な浅川とその支川で

ある三念沢・駒沢川・新田川並びに岡田川及び荒砥沢
あらとざわ

川
がわ

については、近年も浸水被害が発生し

ていることから、河川改修等の早急な対策を行う必要があります。また、長野市街地を流下す

る浅川及び岡田川においては、千曲川合流点付近で内水による浸水被害が発生し、内水対策を

推進する必要があります。 

一方、裾花川では、平成7年7月の梅雨前線豪雨による山腹崩壊など、度重なる豪雨による土

砂流出により裾花ダム及び奥裾花ダムの貯水池に流入する土砂量が計画時の想定を大きく上っ

ている状況です。このため、ダムの洪水調節機能等に影響を及ぼしており、早急に堆砂対策等

を行い洪水調節機能を確保する必要があります。 

このような状況を踏まえ、長野圏域内の河川のうち、沿川の人口や資産の集積状況、流域内

の土地利用の状況、災害発生時の社会的影響、他河川の改修規模とのバランス及び工事・計画

の進捗状況を考慮し、優先的に整備を実施する河川として、浅川、三念沢、駒沢川、新田川、
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岡田川、荒砥沢川及び裾花川について、その現状を以下のとおり記載します。 

 

［浅川］ 

浅川では、過去の被災状況等から、外水対策、 

内水対策の両面から治水対策を行う必要があり、 

昭和５２年からダムによる洪水調節を前提とし 

た河川改修を開始し、護岸整備が完了していま 

す。また、流水型ダムである浅川ダムについて 

も整備を進め平成29年に完了し、さらに、千曲 

川合流点直上流においては、内水対策としての 

排水機場の整備も進め平成30年に完了していま 

す。 

 

［三念沢］ 

浅川の支川である三念沢では、昭和57年及び昭和58年に大規模な浸水被害が発生していま

す。また、宅地化の進んだ下流域では天井川となっており、越水等が発生した場合には、甚

大な被害が想定されます。このため、早急に河川改修を行う必要があります。 

 

［駒沢川］ 

浅川の支川である駒沢川では、上流部での 

宅地化により流出量の増加が懸念されています。 

平成25年8月の豪雨の際には、堤防の天端まで 

水位が上昇しており、早急に河川改修を行う 

必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

千曲川 

【昭和58年9月洪水 長野市 浅川下流域での浸水状況】 

駒沢川 

【平成25年8月洪水 長野市 駒沢川での出水状況】 

浅川 

三念沢 
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［新田川］ 

浅川の支川である新田川では、上流部での 

宅地化により流出量の増加が懸念されています。 

平成25年8月の豪雨の際には、下流域において、 

溢水により農地に浸水被害が発生しており、 

早急に河川改修を行う必要があります。 

［岡田川］ 

 岡田川では、中流部沿川における土地区画整 

理事業等に伴う宅地化により、人口・資産が増 

加しています。こうしたことから、河床掘削や 

護岸整備等を平成7年から実施しています。 

しかしながら、河道の流下能力が不十分な箇 

所があり、近年も家屋への浸水被害が発生して 

いることから、引き続き河川改修を行う必要が 

あります。 

また、平成18年7月には、内水による浸水被害も発生しており、排水機場の整備が必要となっ

ています。 

 

［荒砥沢川］ 

 荒砥沢川の流域では、集中豪雨などにより 

たびたび浸水被害が発生しています。平成22 

年には、7月と8月の豪雨の際に浸水被害が発 

生しており、荒砥沢川に流れ込む排水路の整 

備と合わせて、早急に改修を行う必要があり 

ます。 

 

 

 

岡田川 

【平成18年7月洪水 長野市 岡田川での浸水状況】 

【平成25年8月洪水 新田川での出水状況】 

 

新田川 

 

【平成22年8月豪雨 千曲市 荒砥沢川流域での浸水状況】 

【平成25年8月洪水 長野市 新田川での出水状況】 
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［裾花川］ 

 裾花川にある裾花ダム及び奥裾花ダムでは、 

貯水池内の堆砂量が計画堆砂量を上回ってお 

り、洪水調節容量等に影響を及ぼしています。 

また、平成29年8月には土砂・沈木等による放 

流管の閉塞により裾花ダム常用洪水吐ゲートの 

不具合が発生しており、早急に堆砂対策等を行 

い洪水調節機能を確保する必要があります。 

 一方、平成7年7月11日の梅雨前線豪雨では、 

奥裾花ダムへの流入量が計画流入量を上回ったため、異常洪水時防災操作を実施しており、

昨今の気象状況を踏まえた既設ダムの洪水調節機能向上についての検討や対策を行う必要が

あります。 

 

【平成29年8月 長野市 裾花ダム常用洪水吐ゲート不具合状況】 
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第２項 利水に関する現状と課題 

（１）水利用に関する現状と課題 

長野圏域の河川の流水は、主に農業用水に 

利用されており、裾花川では、奥裾花ダム、 

裾花ダムの貯留により、長野市の水道用水 

及び発電用水に利用されています。また、犀 

川の県管理区間では、発電用水としても利用 

されています。 

犀川の小市
こいち

地点において、流水の正常な機 

能を維持するために必要な流量は、利水、動植物の保護、景観や流水の清潔の保持等を考慮

し、かんがい期、非かんがい期ともに概ね40m3/sと定められています。小市地点における流

況は、昭和28 年から平成25 年までの61 年間のデータについてみると、平均渇水流量は約

50m3/s、平均低水流量は約70m3/sです。 

また、平成６年夏期に生じた全国的な渇水被害の際に、裾花川の裾花ダムにおいて上水道

の取水制限が行われましたが、近年は、圏域内の河川においては、渇水による取水困難など

の深刻な渇水被害は発生していません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

裾花川 長野市 裾花ダム 

裾花川 
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（２）水質に関する現状と課題 

長野圏域では、千曲川、鳥居川、犀川、裾花川の４河川が水質汚濁に係る環境基準の河川

Ａ類型に指定されています。これらの河川では、水質の常時監視が実施されており、近年の

ＢＯＤ調査の結果では、全ての河川において、概ね環境基準値を達成しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②

④

区分 類型 基準値

河川 A BOD2mg/l以下
 

※BOD(Biochemical Oxygen Demand:生物化学的酸素要求量) 
有機物による河川水などの汚濁の程度を示すもので、水中に含まれる有機物資が、一定期間、
一定温度のもとで微生物によって酸化分解されるときに消費される酸素の量をいい、数値が
高いほど有機物の量が多く、汚れが大きいことを示している。 

※BOD75%値 
BODの水質測定結果の一つであり、水質環境基準の適否の判断などに利用される。全データを

小さい方から並べた時に、(データ数×0.75)番目の値をいう。 

図－4 長野圏域の水質汚濁に係る環境基準の水域類型指定状況及び水質の推移 

 

③

河川

水　　域
当該
類型

指定の種類
及び年月日

信濃川上流（３）（千曲川）
（大屋橋から県境まで）

A
国S47.4.6
（環告第7号）

犀川（３）
(奈良井川合流点より下流）

A
県S47.6.19

（県告第378号）
裾花川
(全域）

A
県S54.3.29

（県告第264号）
鳥居川
(全域）

A
県S57.9.30

（県告第640号）

長野圏域の水質汚濁に係る環境基準の水域類型の指定状況

 

 

①

 

⑤
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第３項 河川環境に関する現状と課題 

(河川環境) 

［浅川・三念沢・駒沢川・新田川］ 

   浅川の中下流域や支川の三念沢・駒沢川及び新田川では、河道は水路状であり、明瞭な瀬

と淵はみられません。河道内には寄州が形成され、草木が生育しています。 

   河床勾配が極めて緩い下流域では、オイカワ、モツゴ、ドジョウ等の魚類やミズムシ、ア

メリカザリガニ等の水生生物が生息しています。重要種として、アブラハヤ、タモロコ、メ

ダカ、アカザが生息しています。 

   中流域では、下流域で生息している生物の他、ブユ類、コガタシマトビケラ類が生息して

います。重要種として、ナガミノツルキケマン、ヌマガヤツリが確認されています。 

   上流域では、冷水性のニッコウイワナ、ヤマメ等の魚類やヒラタカゲロウ類、コカゲロウ

類等の水生生物が生息しています。重要種として、サワガニ、ゲンジボタル、ヒメシジミ、

カジカガエル、カワニナ等が生息しています。 

 

［岡田川］ 

  岡田川では、中下流域では流れが緩く、河床に土砂が堆積し、中州・寄州が形成されてお

り、ヨシが生育しています。 

また、ナガブナ、ゲンゴロウブナ、ナマズ等の魚類やカルガモ等の水鳥、コガタシマトビ

ケラ、サホコカゲロウ、汚濁に耐えられるセスジユスリカ、イトミミズ等の水生生物が生息

しています。重要種として、メダカが生息しています。 

 

［荒砥沢川］ 

  荒砥沢川では、水路状の様相を示しており、水は河川幅全体を流れています。最下流部は

淀みとなっており、ウグイやアユが生息しています。また、上流は一様に平瀬となっており、

コサギやカワセミ等が確認されています。 

 

長野圏域においては、外来種の侵入も確認されており、植物では特定外来生物のアレチウリや

産業管理外来種に選定されているハリエンジュ、魚類では特定外来生物のブルーギル、オオクチ

バスの拡大が懸念されています。 
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(河川利用及び空間利用) 

長野圏域の河川では、水遊び、魚釣り、散策、自然観察の場等で利用されているほか、犀川ろ

うかく湖では、カヌーやラフティングの利用も盛んです。 

この状況を踏まえ、河川管理者としてもこれらの河川空間の保全や利用促進への支援を行って

行く必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(河川環境保全のための取り組み) 

河川の豊かな自然環境を守る河川愛護団体の活動は、圏域の各地で行われており、圏域全体で

75団体（平成26年度）が結成され、地域ぐるみによる河川の草刈りやゴミ拾い等の取り組みが行

われています。 

今後、良好な河川環境を保全していくためには、より一層地域の状況にきめ細かく対応してい

くことが肝要であり、河川管理者と地域住民がより十分なコミュニケーションを図り、今まで以

上に協力関係を築き、住民が積極的に河川管理に参加することが望まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 
犀川 長野市 信州新町特別清掃地区環境衛生推進会 御堂川 坂城町 四ツ屋区河川愛護会 

小学生の自然観察会 浅川 長野市 カヌー 犀川 長野市 

 

【河川愛護団体の活動状況】 
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第４項 河川管理施設の維持管理に関する現状と課題 

圏域内河川には、ダム、樋門、排水機場等の河川管理施設が多くあり、今後、施設の老朽化の

進行が見込まれます。これらの操作を要する河川管理施設については、点検を行い、点検で確認

された損傷や劣化部については適切な補修や更新を行い、常に十分な機能を発揮できるよう維持

管理していく必要があります。特に、不具合が生じた場合に社会的影響等が大きいダム、排水機

場等の重要構造物については、施設の長寿命化のための対策を含め、重点的に維持管理する必要

があります。 

さらに、堤防の機能が十分発揮できるように、堤防除草、定期的な点検、巡視等により、異常・

損傷箇所の早期発見に努め、必要に応じて補修等をする必要があります。 

また、裾花ダム及び奥裾花ダムでは、貯水池内の堆砂量が計画堆砂量を上回っており、治水・

利水の両面で影響を及ぼしていることから、堆砂対策を行う必要があります。 
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第２章 河川整備計画の目標に関する事項 

 

長野圏域の河川整備にあたっては、河川改修、水害発生の状況、河川の利用の現況、河川環境

の保全を考慮し、信濃川水系河川整備基本方針及び信濃川水系河川整備計画（大臣管理区間）を

踏まえ、長野県総合5か年計画、第5次長野県水環境保全総合計画、第三次長野県環境基本計画

等との整合を図り、関連する他事業と一体となった河川整備を行うものとします。 

なお、本整備計画では、現時点での社会経済状況、自然環境状況、河道状況等を前提として策

定するものであり、策定後にこれらの状況の変化、新たな知見、技術が得られた場合は、必要に

応じて、適宜、見直しを行います。 

 

第１節 計画対象区間 

 河川整備計画の対象とする区間は表－３のとおり、一級河川52河川、総延長は約346kmとしま

す。 

表－３ 長野圏域の対象区間 

（左岸）

（右岸）

下　流　端 （kｍ）

1 鳥居川
とりいがわ

千曲川への合流点 34.771

2 　八蛇川
やじゃがわ

鳥居川への合流点 9.175

5 　三念沢
さんねんざわ

浅川への合流点 1.550

3

4

6

7

8

長野市豊野町石字殿屋敷2005番の2地先の町道橋

　隈取川
くまとりがわ

長野市大字吉字姥袋261番地先

浅川への合流点 3.350

　同市同大字同字262番地先

河　川　名
区　　　　　　間 河川延長

上　流　端

長野市戸隠字蕉尾3606番地先の暗渠下流端

上水内郡飯綱町大字川上霊仙寺国有林39林班地先

　　滝沢川
たきさわがわ

上水内郡信濃町大字大井字西谷地1904番地先

八蛇川への合流点 4.578

　同町同大字字南東谷地1886番地先

浅川
あさかわ

長野市大字北郷字中曽根3380地先

千曲川への合流点 17.004

　同市同大字字堀の内2960番地先

　田子川
たこがわ

長野市大字田子字北村148番の5地先

浅川への合流点 4.257

　同市同大字字和出52番の2地先

　　土京川
どきょうがわ

長野市大字上野字竹原1459番地先

田子川への合流点 1.700

　同市同大字字村西1602番地先
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（左岸）

（右岸）

下　流　端 （kｍ）

10 　　堂万川
どうまんがわ

駒沢川への合流点 1.580

11 　　徳間川
とくまがわ

駒沢川への合流点 1.030

13 保科川
ほしながわ

千曲川への合流点 10.464

16 　裾花川
すそばながわ

犀川への合流点 40.100

18 　　楠川
くすかわ

裾花川への合流点 9.483

19 　　　瑪瑙沢川
めのうざわがわ

楠川への合流点 4.242

23 　土尻川
どじりがわ

犀川への合流点 21.120

25 　　薬師沢川
やくしざわがわ

土尻川への合流点 5.014

大町市境

　　梅木川
うめきがわ

長野市中条日下野字権現堂沖5351番のイ地先

土尻川への合流点 4.200

　同市中条日下野字梅木沖5402番のロ地先

上水内郡小川村大字稲丘虫倉3591番の105地先

　　天神川
てんじんがわ

長野市鬼無里日影字押地9581番地先

裾花川への合流点 7.030

　同市鬼無里日影字押地9686番地先

　濁沢川
にごりざわがわ

長野市大字山田中字川後前沖2916番地先

犀川への合流点 2.398

　同市同大字同字2943番のロ地先

長野市戸隠うつの国有林49林班地先

長野市戸隠字瑪瑙怪無国有林45林班地先

　　小川
おがわ

長野市鬼無里字山角7948番の4地先

裾花川への合流点 5.560

　同市鬼無里字矢下7972番の2地先

長野市大字徳間字五屋142番のロの2の上流域を示す
標柱

新田川
しんでんがわ

長野市大字上駒沢字原556番の1地先

浅川への合流点 1.230

　同市大字金箱字弘誓826番地先

犀川
さいがわ

長野市大岡児玉橋下流端
長野市大字塩生字臥部
2748番のへの5地先の
両郡橋上流端

33.800

長野市鬼無里東屋沢17465番地先の上流端を示す標
柱

　　シシ沢川
ししざわがわ

長野市大字西長野字西長野118番の9地先

裾花川への合流点 0.800

　同市同大字同字118番の1地先

河　川　名
区　　　　　　間 河川延長

上　流　端

長野市若穂保科字保科山6259番地先

　赤野田川
あかのだがわ

長野市若穂保科字町入5731番地先

保科川への合流点 6.700

　同市若穂保科字手箱5284番地先

駒沢川
こまざわがわ

長野市大字浅川西条字犬子石1063番の1地先

浅川への合流点 4.500

　同市同大字字赤菅平285番の2地先

堂川の分岐点

9

12

14

15

17

20

21

22

24
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（左岸）

（右岸）

下　流　端 （kｍ）

29 　太田川
だいたがわ

犀川への合流点 5.950

31 　柳久保川
やなくぼがわ

犀川への合流点 3.815

32 　当信川
たにしながわ

犀川への合流点 6.900

39 　滝沢川
たきざわがわ

岡田川への合流点 1.962

40

27

28

30

33

34

35

36

37

38

26 　　瀬戸川
せとがわ

上水内郡小川村大字瀬戸川字甘城8534番地先

土尻川への合流点 3.100

　同村同大字字中道9320番地先

河　川　名
区　　　　　　間 河川延長

上　流　端

　　小川川
おがわがわ

上水内郡小川村大字瀬戸川字小屋の沢14244番地先

瀬戸川への合流点 3.400

　同村同大字同字14245番地先

　前沢川
まえざわがわ

長野市篠ノ井有旅字平林4557番地先

犀川への合流点 2.800

　同市篠ノ井有旅字手落2587番の2地先

長野市信州新町越道字土口6916番の1地先の町道橋

猿倉川
さるくらがわ

長野市信州新町山穂刈字悪焼5730番のイ地先

犀川への合流点 2.200

　同市信州新町山穂刈字栗屋3768番のロ地先

長野市信州新町信級字平畑1234番の2地先

大町市境

蛭川
ひるかわ

長野市松代町豊栄字市の川841番の1地先

千曲川への合流点 8.426

　同市松代町豊栄字鳶山1488番地先

岡田川
おかだがわ

長野市篠ノ井小松原字湯沢尻地先

千曲川への合流点 5.672

　同市篠ノ井岡田字申塔地先

長野市篠ノ井岡田字滝沢地先

　藤沢川
ふじさわがわ

長野市松代町豊栄字桐久保4673番の4地先

蛭川への合流点 5.616

　同市松代町豊栄字石字4569番のロ地先

神田川
かんだがわ

長野市松代町西条字預り2494番地先

千曲川への合流点 4.451

　同市松代町西条同字2516番の3地先

沢山川
さわやまがわ

千曲市大字森字和瀬2846番地先

千曲川への合流点 7.848

　同市同大字字赤兎2809番地先

　三滝川
みたきがわ

千曲市大字倉科字楠棚2250番地先

沢山川への合流点 5.461

　同市同大字杉山2082番のイ地先

聖川
ひじりがわ

長野市信更町田沢字中山552番の1地先

千曲川への合流点 11.397

　同市信更町田沢同字431番の1地先
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（左岸）

（右岸）

下　流　端 （kｍ）

41 佐野川
さのがわ

千曲川への合流点 4.905

44 　宮川
みやがわ

更級川への合流点 1.700

女沢川
めざわがわ

千曲市大字上山田字大鹿1676番のロ地先

千曲川への合流点 2.507

　同市同大字字扇平3772番地先

日名沢川
ひなざわがわ

埴科郡坂城町大字小山2806番地先

千曲川への合流点 2.924

　同町同大字2805番地先

　同町同大字山崎1667番地先

谷川
やがわ

埴科郡坂城町大字南条字上原3590番地先

千曲川への合流点 3.052

　同町大字南条字犬久保4271番1地先

　　　　　　　　合　　　計　　　　　５２河川　　　延長　３４５.５７８ｋｍ

福沢川
ふくざわがわ

埴科郡坂城町大字上平字小野沢1777番の1地先

千曲川への合流点 3.200

　同町大字網掛字荒宿2772番地先

御堂川
みどうがわ

埴科郡坂城町大字山田1770番地のイ地先

千曲川への合流点 3.000

千曲市大字八幡字八日市場3682番の3地先

千曲川への合流点 2.500

　同市同大字字坪山3959番地先

千曲市大字羽尾字表前山2715番地の3地先

千曲川への合流点 2.200

　同市大字羽尾字大新田2710番の2地先

荒砥沢川
あらとざわがわ

千曲市大字若宮字大日向3131番の75地先

千曲川への合流点 0.280

　同市同大字同字3131番の51地先

湯沢川
ゆざわがわ

千曲市大字八幡字中曽根966番2地先の市道橋

雄沢川
おざわがわ

千曲市大字羽尾字土田口3093番の3地先

千曲川への合流点 3.150

　同市大字羽尾字水晶畑3050番のホの1地先

千曲市大字桑原字佐野山877番地先

河　川　名
区　　　　　　間 河川延長

上　流　端

　荏沢川
いざわがわ

千曲市大字桑原字鳥林2804番のロ地先

佐野川への合流点 1.526

　同市同大字字宝殿2744番地先

更級川
さらしながわ

51

52

42

43

45

46

47

48

49

50
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図－5 長野圏域の河川図 

 

第２節 計画対象期間 

本整備計画の対象期間は、河川整備の実施に関する事項に記載されている河川整備が一連の効

果を発現するまでの期間として、概ね20年間とします。 

 

第３節 洪水による災害の発生の防止又は軽減に関する目標 

沿川の人口や資産の集積状況、流域内の土地利用の状況、災害発生時の社会的影響、他河川の

改修規模とのバランス及び工事・計画の進捗状況を考慮し、治水対策の緊急性の高い河川として、

凡例

大臣管理区間

長野県管理区間
（計画対象区間）
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浅川、三念沢、駒沢川、新田川、岡田川、荒砥沢川について、洪水による災害の発生の防止又は

軽減を図ります。 

また、裾花ダム及び奥裾花ダムについて、堆砂対策等により、洪水調節機能の確保・向上を行

い、洪水による災害の発生の防止又は軽減を図ります。 

なお、優先的に整備を実施する河川の目標は以下のとおりです。 

 

【外水対策】 

［浅川］ 

  沿川の人口や資産の集積状況、流域内の土地利用の状況、災害発生時の社会的影響、他河川

の改修規模とのバランスを考慮し、100 年に 1回程度の確率で発生すると予想される降雨によ

り生ずる洪水（千曲川合流点で1秒間につき450立方メートル）を安全に流下させることので

きる治水安全度を確保し、家屋等への浸水被害を防止することを目標とします。 

 

［三念沢］ 

  沿川の人口や資産の集積状況、流域内の土地利用の状況、災害発生時の社会的影響、他河川

の改修規模とのバランスを考慮し、100 年に 1回程度の確率で発生すると予想される降雨によ

り生ずる洪水（浅川合流点で 1 秒間につき 50 立方メートル）を安全に流下させることのでき

る治水安全度を確保し、家屋等への浸水被害を防止することを目標とします。 

 

［駒沢川］ 

沿川の人口や資産の集積状況、流域内の土地利用の状況、災害発生時の社会的影響、他河川

の改修規模とのバランスを考慮し、100 年に 1回程度の確率で発生すると予想される降雨によ

り生ずる洪水（浅川合流点で 1 秒間につき 90 立方メートル）を安全に流下させることのでき

る治水安全度を確保し、家屋等への浸水被害を防止することを目標とします。 

 

［新田川］ 

沿川の人口や資産の集積状況、流域内の土地利用の状況、災害発生時の社会的影響、他河川

の改修規模とのバランスを考慮し、100 年に 1回程度の確率で発生すると予想される降雨によ

り生ずる洪水（浅川合流点で 1 秒間につき 45 立方メートル）を安全に流下させることのでき
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る治水安全度を確保し、家屋等への浸水被害を防止することを目標とします。 

 

 

図－6 浅川流域流量配分図 

 

［岡田川］ 

  沿川の人口や資産の集積状況、流域内の土地利用の状況、災害発生時の社会的影響、他河川

の改修規模とのバランスを考慮し、30年に1回程度の確率で発生すると予想される降雨により

生ずる洪水（千曲川合流点で 1 秒間につき 90 立方メートル）を安全に流下させることのでき

る治水安全度を確保し、家屋等への浸水被害を防止することを目標とします。 

 

図－7 岡田川流量配分図 
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［荒砥沢川］ 

沿川の人口や資産の集積状況、流域内の土地利用の状況、災害発生時の社会的影響、他河川

の改修規模とのバランスを考慮し、30年に1回程度の確率で発生すると予想される降雨により

生ずる洪水（千曲川合流点で 1 秒間につき 25 立方メートル）を安全に流下させることのでき

る治水安全度を確保し、家屋等への浸水被害を防止することを目標とします。 

 

 

【内水対策】 

［浅川］ 

  浅川下流域での既往最大被害となった昭和58年9月台風10号と同規模の洪水に対し、宅地

部での床上浸水被害を防止することを目標とします。 

 

［岡田川］ 

  岡田川流域での既往最大被害となった平成18年7月豪雨と同規模の洪水に対し、関係機関と

連携して宅地部での床上浸水被害を防止することを目標とします。 

 

【既設ダムの活用】 

［裾花ダム及び奥裾花ダム］ 

  既設ダムの堆砂対策等により、洪水調節機能の確保・向上を図ります。 

  なお、整備目標については、今後検討を行い決定します。 

図－8 荒砥沢川流量配分図 
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第４節 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する目標 

第１項 河川の適正な利用に関する目標 

河川敷や堤防天端等の河川利用については、沿川の土地利用にも配慮し、地域住民や自治体等

と連携を図りながら適正な空間利用に努めます。 

また、河川への不法投棄の防止や清掃などの河川美化については、地域住民や関係機関などと

協力しながら適正な管理に努めます。 

 

第２項 流水の正常な機能の維持に関する目標 

異常渇水時には、関係者と連携し、節水等の広報活動を行うとともに、必要に応じて利水関係

者間の調整を図るための情報提供に努めます。 

流水の正常な機能の維持に関しては、各河川の水利用の実態や地域住民の意見を参考に、優先

度の高い河川について、取水状況の把握や流量等のデータの蓄積及び動植物の保護、流水の清潔

の保持等のための管理目安となる正常流量の調査・検討を行います。 

 

第５節 河川環境の整備と保全に関する目標 

 河川工事及び維持にあたっては、多自然川づくりを基本とし、現状の河床形態や動植物の生息・

生育・繁殖環境に配慮した瀬・淵等の保全等に努め、良好な河川環境の保全・創出等に努めます。 

 また、河川愛護団体や流域住民との情報交換により河川の流況等の把握に努めるとともに、河

川愛護活動を支援し、住民参加による河川環境の保全を推進します。 

 外来生物の増大により、在来生物の捕食や採餌環境の競合など、従来の生態系が撹乱されてい

ます。また、水産資源を減少させ漁業に被害を与えるなど、自然や人間の営みに対して影響を及

ぼす可能性があります。このような外来生物の侵入を防止し、拡散を防止するため、関係機関と

連携し、特定外来生物等が及ぼす影響や抑止策の広報活動を行うとともに、駆除・拡散防止に努

めます。 
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第６節 河川の維持管理に関する目標 

 河川の維持管理に関しては、河川の現状や地域の特性を踏まえつつ、洪水などによる災害発生

の防止又は軽減、河川の適正な利用、流水の正常な機能の維持、河川環境の整備と保全などの観

点から、堤防、ダム、樋門等の河川管理施設の機能について定期的に点検を行い、一定の水準を

確保します。 

 また、今後、老朽化の進行が見込まれる河川管理施設については、計画的かつ効率的な維持管

理や更新を行います。 

 さらに、河道内に繁茂した樹木や堆積土砂については、流水の阻害とならないよう、動植物の

生息・生育・繁殖環境への影響などに配慮しながら適切に除去します。 

 裾花ダム及び奥裾花ダムにおける計画を上回ってしまっている堆砂に対しては、流域への河川

環境への影響も考慮し、対策工法の検討を進めます。 
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第３章 河川の整備の実施に関する事項 

 

第１節 河川工事の目的、種類及び施行の場所並びに当該河川の工事施行により 

設置される河川管理施設の機能の概要 

第１項 河川工事の目的 

（１）優先的に整備を実施する河川に関する事項 

【外水対策】 

 洪水時に家屋等への被害が生じる恐れのある区間において、築堤、護岸工、河道掘削等を

実施します。さらに浅川においては、流水型ダムを設置し、流入量130m3/sのうち、100m3/s

の洪水調節を行い、下流域での洪水被害を防止します。 

 なお、整備を行う際には、下流側の整備状況や支川の整備状況に配慮しつつ実施します。 

 また、整備にあたっては、各河川の特性に応じた河川環境の保全・創出等を行うとともに、

生物の生息・生育・繁殖地の保全・再生に努めます。 

 

【内水対策】 

 千曲川の水位の上昇により、自然排水が困難となり、内水被害が発生した地域において、

排水機場等の整備を実施します。 

 

 【既設ダムの活用】 

   裾花ダム及び奥裾花ダムにおいて、既設ダムを活用するため、堆砂対策等により、洪水調

節機能の確保・向上に向けて、関係機関と調整・連携しつつ、検討を行い、必要な対策を実

施します。 

   なお、詳細な対策内容については、流域への影響を踏まえ、今後検討を行い決定します。 

 

（２）既存の河川管理施設の機能向上に関する事項 

  長期間の供用により老朽化が著しく、一連区間に比較して治水機能が劣っている河川管理

施設については、施設機能の確実性を確保するため、計画的に既存の河川管理施設の機能向

上を図ります。 
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 （３）減災・危機管理に関する事項 

  近年頻発している集中豪雨の状況や、気候変動等の状況及びそれらに関する新たな知見に

照らし合わせ、計画規模を超える洪水が発生した場合や、整備途上において施設能力を超え

る洪水が発生した場合においても、施設の構造、整備手順等の工夫、さらには円滑な避難や

的確な水防活動への協力・支援など、ハード対策とソフト対策の組合せにより、できる限り

被害の軽減が図られるよう努めます。 

 

第２項 河川工事の種類及び施行の場所並びに当該河川の工事施行により設置される河川管

理施設の機能の概要 

 

表－４ 整備実施箇所 

河川名 
施行の場所 河川整備の 

種類 

機能の 

概要 地先 区間 

三念沢 長野市豊野町豊野地先 0.0ｋ～0.68k付近 築堤・護岸工・河道掘削等 

流下能力

を向上さ

せる 

駒沢川 
長野市上駒沢地先～ 

長野市徳間地先 
0.3ｋ～1.9ｋ付近 築堤・護岸工・河道掘削等 

新田川 
長野市上駒沢地先～ 

長野市徳間地先 
0.03ｋ～1.11ｋ付近 築堤・護岸工・河道掘削等 

岡田川 
長野市篠ノ井二ツ柳地先～ 

長野市篠ノ井岡田地先 
1.8ｋ～4.25ｋ付近 築堤・護岸工・河道掘削等 

荒砥沢川 千曲市若宮地先 0.04ｋ～0.28k付近 築堤・護岸工・河道掘削等 

浅川 長野市一ノ瀬地先 14.0ｋ付近 流水型ダム 洪水調節 

浅川 小布施町小布施地先 千曲川合流点直上流 排水機場整備 内水被害

軽減 岡田川 長野市篠ノ井塩崎地先 千曲川合流点直上流 排水機場整備 

裾花川 
長野市小鍋地先 

長野市鬼無里地先 

裾花ダム 

奥裾花ダム 
堆砂対策・洪水調節機能向上 洪水調節 
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第２節 河川の維持の目的、種類及び施行の場所 

第１項 河川の維持の目的 

  河川の維持管理は、地域の特性を踏まえつつ、洪水による災害の発生の防止又は軽減、河川

の適正な利用及び流水の正常な機能の維持、生物の生育・生息・繁殖環境に配慮した瀬・淵等

の保全等に努め、良好な河川環境の整備と保全がなされるように行います。 

  河川愛護団体や住民による河川愛護活動を支援することにより、住民参加による河川環境保

全を促進します。 

  堤防、ダム、樋門等の河川管理施設が、洪水の際、確実に必要機能が発揮されるように維持

管理を行います。 

 

第２項 河川の維持の種類及び施行の場所 

（１）河道の維持管理 

  定期的な河川巡視による河道の状況把握に努めるとともに、土砂が堆積し洪水の流下の阻

害となる等、治水上の支障となる場合は、動植物の生育・生息・繁殖環境に配慮しつつ堆積

土砂の除去、立木伐採等の適切な維持管理を行います。 

 

駒沢川 長野市 上駒沢地先 浅川 長野市 千曲川合流点 

駒沢川 

 
千曲川 

浅川 

排水機場整備 
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【堆積土砂撤去】                       【立木伐採】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）河川管理施設の機能確保に関する項目 

   堤防及び護岸等の河川構造物の変状、異常の早期発見のため、堤防除草や定期的な河川巡

視を行うとともに、河川管理上支障をきたす場合は速やかに修繕等必要な対策を行います。 

   さらに、老朽化の進行が懸念されるダム、樋門等の河川管理施設については、長寿命化計

画を策定し、効率的かつ計画的な維持修繕を行います。また、本来備えるべき機能を発現で

きないおそれのある河川管理施設については、必要に応じて補修・修繕等を実施します。 

   治水上の安全性を保持するために、橋梁及び取水堰等の許可工作物について、洪水時の洗

掘や河積の阻害等、河川管理上の支障となるものについては、施設管理者と協議の上、適切

な処置に努めます。また、施設の新築や改築にあたっては、施設管理者に対して治水上の影

響を考慮の上、環境保全にも配慮するように指導を行います。 

   裾花ダム及び奥裾花ダムについては、ダム本体、貯水池及びダムに係る施設等を良好に保

つために必要な計測・点検等を行い、その機能の維持に努めます。また、計画を上回る堆砂

に対しては、流域の河川環境への影響も含め、検討を行い、対策工法を立案します。 

 

 

 

 

 

沢山川 千曲市 岡田川 長野市 
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【堤防除草の状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）流水の正常な機能の維持に関する項目 

  圏域内の河川の水量、水質については、関係市町村、利水関係者、河川愛護団体及び漁業

関係者等から積極的に情報を収集するとともに、河川パトロールや河川愛護団体等と連携を

図り、流水の状況把握に努め、必要に応じて対策を行います。 

 

（４）その他 

   河川愛護に関する活動を支援し、河川環境改善の意識の向上に努めるとともに、住民参加

により河川環境を保全します。 

 

 

赤野田川 長野市 
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第４章 河川情報の提供、地域や関係機関との連携等に関する事項 

 

第１節 河川情報の提供に関する事項 

第１項 超過洪水対策 

 整備途上に施設能力以上の洪水が発生した場合や、計画規模を上回る洪水が発生した場合

の被害を最小限に抑えるため、ソフト対策の積極的な推進を図ります。 

具体的には、雨量・水位情報をリアルタイムで収集し、関係機関に情報提供することによ

り、水防活動等の必要な対策への支援を迅速に行います。さらに、関係機関と連携し、公表

済みの浸水想定区域や避難場所等を記載したハザードマップの周知を図り、地域住民の水害

に対する防災意識の啓発や高揚を図ります。 

想定し得る最大規模の洪水等が発生した場合でも、人命を守ることを第一とし、減災対策

の具体的な目標や対応策を、関係機関と連携して策定します。 

具体的には、避難勧告等に着目したタイムラインの整備を進め、これに基づく避難訓練を

継続的に実施するとともに、想定最大降雨による浸水想定区域図の策定等を進めます。 

 

 

図－9 長野県河川砂防情報ステーション 
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第２項 河川に関する情報提供 

 パンフレット配布、イベントの開催及びインターネット等により、河川事業の紹介や河川

に関する情報の提供を行い、河川事業に関して広く理解を得られるように努めます。 

 また、雨量・水位情報等をリアルタイムで公表していることについて、地域住民が把握で

きるように、広報活動を行います。 

 

第３項 水質事故等への対応 

  水質事故が発生した際には、事故状況の把握、関係機関への連絡、河川や水質の監視、事

故処理等を原因者及び関係機関と協力して行います。 

 

第２節 地域や関係機関との連携等に関する事項 

第１項 水防活動への支援等 

流下断面の不足や堤防高さの不足等により氾濫が予想される区域においては、連絡系統等

を定めた水防計画を定め、関係機関と連携し、洪水による被害を防止又は軽減するための水

防活動を支援します。 

 

第２項 内水被害への対応 

千曲川の水位上昇により、支川等の自然排水が困難となり、内水被害が発生するおそれの

ある地域における支援として、関係機関との連携を図り、県が所有する排水ポンプ車等を効

率的に運用し、内水被害の軽減に努めます。 

 

第３項 開発行為に伴う河川への雨水流出量の低減 

流域住民の視点に立った総合的な河川管理を行うため、治水上影響の大きい土地の改変を

伴う開発行為に対しては、関係機関と連携して河川への雨水流出量の低減に努めます。 
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 第４項 関係機関及び流域住民との連携 

（１）総合的な土砂管理に関し、関係機関と連携し、情報共有を図ります。 

 

（２）河川は、近年、貴重な水と緑の空間として人々に潤いを与える役割も評価され、地域と

河川の密接な関係を取り戻そうとする気運が高まっています。 

   こうした状況を踏まえ、計画、施工から維持管理に至る全ての段階において、流域に居

住する住民や市町村及び川に関わりのある団体等と連携を図り、地域ぐるみによる“川づ

くり”を目指していきます。 

   特に維持管理に関しては、河川愛護団体と連携した草刈り、ゴミ拾い等を通じ、河川美

化活動、河川愛護活動の普及に努め、地域の住民・企業と新たなパートナーシップの形成

を図っていきます。 

   ハリエンジュやアレチウリ等の外来生物については、関係機関と連携して移入回避・拡

大防止に努めるとともに、必要に応じて伐採等を実施します。 

また、河川が環境教育の場として有効に活かされるよう、河川管理者として支援・協力

していきます。 

 

（３）浅川においては、平成 25 年 5 月に策定した浅川総合内水対策計画に基づき、排水機場

の増設、浅川流域の流出抑制対策などのハード対策に加え、雨量や河川水位情報等の提供、

流域住民の避難体制の確立、開発行為等に対する流出抑制指導などのソフト対策を国、県、

長野市、小布施町及び地域住民と連携して取り組み、内水被害の効果的かつ効率的な軽減

を図ります。 

   また、岡田川においては、今後、内水対策について検討し、国、県、長野市及び地域住

民と連携して取り組み、内水被害の効果的かつ効率的な軽減を図ります。 

 

（４）犀川においては、平成18年7月の洪水時に、国土交通省所管の大町ダムと東京電力(株)

所管の5発電ダムが連携し、電力ダムの空き容量等を活用した特例的な流量調節を行った

結果、下流の水位上昇を抑え、洪水被害を軽減した実績があります。今後も関係する国、

県、ダム管理者、市町村、地域住民等が連携を図り、情報共有のための適切な連絡体制を

整えるとともに、共有した情報を踏まえ、大規模出水時には洪水被害軽減のための対応を
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図るなど流域の安全度の向上に努めます。 

 

第５項 まちづくりと連携した河川整備に関する事項 

圏域内の土地利用や空間利用の状況、歴史を踏まえ、河川の特性を活かしたまちづくり、

河川を活かした地域交流の場の提供を推進するために、市町村、関係機関、地域住民等と

の連携を図ります。 

今後も、地域に根ざしたよりよい川づくりを進めるため、河川の整備や維持管理に関し

て、関連情報の関係市町村や地域住民への周知と地域住民からの意見聴取に努めます。 

 



信濃川水系長野圏域河川整備計画での整備一覧表・・・・附図－  1

浅川・三念沢・駒沢川・新田川

　平面図・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・附図－  2

　縦断図・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・附図－  3

　標準横断図・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・附図－  7

  ダム平面図・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・附図－ 10

  ダム標準断面図・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・附図－ 11

  ダム上下流面図・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・附図－ 12

岡田川

　平面図・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・附図－ 13

　縦断図・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・附図－ 14

　標準横断図・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・附図－ 16

荒砥沢川

　平面図・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・附図－ 17

　縦断図・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・附図－ 18

　標準横断図・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・附図－ 19

※本附図の詳細な位置や構造等については、今後

の詳細設計等により変更することがあります。

信濃川水系長野圏域河川整備計画（附図）



河川名 施行の場所 区間

三念沢 長野市豊野町豊野地先 0.0k～0.68k付近

駒沢川

長野市上駒沢地先～

長野市徳間地先

0.3k～1.9k付近

新田川

長野市上駒沢地先～

長野市徳間地先

0.03k～1.11k付近

岡田川

長野市篠ノ井二ッ柳地先～

長野市篠ノ井岡田地先

1.8k～4.25k付近

荒砥沢川 千曲市若宮地先 0.04k～0.28k付近

浅川 長野市一ノ瀬地先 14.0k付近

浅川 小布施町小布施地先 千曲川合流点直上流

岡田川 長野市篠ノ井塩崎地先 千曲川合流点直上流

　※今後の水害の発生や詳細な調査の実施により、施行場所が変更となる場合があります。

築堤・護岸工・河道掘削等

備考

信濃川水系長野圏域河川整備計画での整備一覧表信濃川水系長野圏域河川整備計画での整備一覧表信濃川水系長野圏域河川整備計画での整備一覧表信濃川水系長野圏域河川整備計画での整備一覧表

築堤・護岸工・河道掘削等

排水機場整備

排水機場整備

築堤・護岸工・河道掘削等

築堤・護岸工・河道掘削等

築堤・護岸工・河道掘削等

流水型ダム

1



3
0

0
m

9
0

0
m

1
5

0
0

m

6
0

0
m

 
 
 
 
 
 
 
 
 
1

2
0

0
m

 
 
 
 
 
 
 
 
1

8
0

0
m

浅
川

、
三

念
沢

、
駒

沢
川

、
新

田
川

平
面
図

地
図
出
典
：
電
子
国
土

W
E

B

浅
川
の
排
水
機
場
整
備
（
内
水
対
策
）

治

治
治

治

水

水
水

水

基

基
基

基

準

準
準

準

点

点
点

点

千
曲
川
合
流
点

流
水
型
ダ
ム
（
外
水
対
策
）

三
念
沢

駒
沢
川

新
田
川

千
曲
川

浅
川

三
念
沢

三
念
沢

三
念
沢

三
念
沢

整
備
対
象
区
間

整
備
対
象
区
間

整
備
対
象
区
間

整
備
対
象
区
間
L
=

L
=
L
=

L
=
約

約
約

約
0
.
6
8

0
.
6
8

0
.
6
8

0
.
6
8
㎞

㎞
㎞

㎞

駒
沢
川

駒
沢
川

駒
沢
川

駒
沢
川

整
備
対
象
区
間

整
備
対
象
区
間

整
備
対
象
区
間

整
備
対
象
区
間
L
=

L
=
L
=

L
=
約

約
約

約
1
.
6
0

1
.
6
0

1
.
6
0

1
.
6
0
㎞

㎞
㎞

㎞

新
田
川

新
田
川

新
田
川

新
田
川

整
備
対
象
区
間

整
備
対
象
区
間

整
備
対
象
区
間

整
備
対
象
区
間
L
=

L
=
L
=

L
=
約

約
約

約
1
.
0
8

1
.
0
8

1
.
0
8

1
.
0
8
㎞

㎞
㎞

㎞

小
布
施
町

長
野
市

整
備
対
象
区
間

凡
　
　
例

2



河
床

高

高
水

位

測
点

計 画

3
0
0
.
0

3
3
2
.
2
9

D
=
1
.
4
9

L
=
3
0
0

I
=
1
/
1
,
0
0
0
～

1
/
5
0
0

D
=
0
.
9
7

L
=
3
8
0

I
=
1
/
4
0
0

し
な
の
鉄
道
（
北
し
な
の
線
）

三
念

沢
縦

断
図

整
備

対
象

区
間

L
=
0
.
6
8
k
m

3
2
8
.
3
2

築
堤

高
3
3
3
.
0
9

計
画

河
床

勾
配

3
2
6
.
8
3

1
5
8
0
.
0

6
8
0
.
0

3
3
2
.
2
9

3
2
9
.
2
9

3
3
3
.
0
9

3
2
8
.
3
2

3
2
9
.
3
1

3
3
3
.
4
1

3
3
5
.
4
1

D
L=

3
20

.
0
0

33
0
.0

0

34
0
.0

0

35
0
.0

0

36
0
.0

0

37
0
.0

0

(市
）
南
三
念
沢
橋

油
沢
川
合
流
点

(県
)三

念
沢
橋

市
道
橋

市
道
橋

市
道
橋

1
5
3
0
.
0

3
6
5
.
8
6

3
6
4
.
3
6

3
6
6
.
4
6

3
6
4
.
3
6

D
=
2
8
.
9

L
=
5
4
0

I
=
1
/
4
0
～

1
/
5
0

D
=
1
.
5
2

L
=
3
0
9

I
=
1
/
2
0
0
～

1
/
3
0
0

0
.
0

3
3
2
.
2
9

3
2
6
.
8
3

3
3
3
.
0
9

9
8
9
.
0

3
3
3
.
4
1

3
3
5
.
4
1

3
3
5
.
2
6

3
3
7
.
1
1

3
3
9
.
1
4

0
.
0
k

0
.
6
8
k

浅
川
合
流
点

市
道
橋

計
画

河
床

高

計
画

築
堤

高

計
画

高
水

位

現
況

河
床

高

現
況

地
盤

高

現
況

左
岸

高

3



河
床

高

高
水

位

測
点

計 画

駒
沢

川
縦

断
図
（

1
）

築
堤

高

計
画

河
床

勾
配

D
L
=
3
3
0
.
0
0

3
4
0
.
0
0

3
5
0
.
0
0

3
6
0
.
0
0

3
7
0
.
0
0

0
.
0

3
3
8
.
0
6

3
3
3
.
1
4

3
3
8
.
8
6

1
0
0
.
0

3
3
8
.
0
6

3
3
3
.
6
4

3
3
4
.
0
0

3
3
8
.
8
6

7
0
0
.
0

3
4
2
.
7
0

3
4
0
.
0
0

3
4
0
.
3
0

3
4
3
.
3
0

1
0
0
0
.
0

3
4
7
.
0
0

3
4
7
.
6
5

3
4
4
.
6
0

3
4
4
.
7
5

3
4
8
.
2
5

1
4
0
0
.
0

3
5
3
.
3
6

3
5
0
.
4
6

3
5
3
.
9
6

D
=
0
.
7
5

L
=
1
5
0
.
0

I
=
1
/
2
0
0

D
=
6
.
0
0

L
=
6
0
0
.
0

I
=
1
/
1
0
0

D
=
4
.
3
0

L
=
3
0
0
.
0

I
=
1
/
7
0

D
=
1
3
.
0
0

L
=
8
4
0
.
0

I
=
1
/
7
0

3
8
0
.
0
0

（

市

）

駒

沢

橋
市

道

橋

(
県

）

駒

沢

橋
し

な

の

鉄

道

（

北

し

な

の

線

）

(
市

)
大

下

橋

整
備

対
象

区
間

L
=
1
.
6
0
k
m

0
.
3
0
k

浅

川

合

流

点

北

陸

新

幹

線

3
3
3
.
6
4

3
3
4
.
0
0

3
4
0
.
0
0

3
4
0
.
3
0

3
4
4
.
6
0

3
4
4
.
7
5

‐
5
0
.
0

3
3
7
.
8
9

3
3
2
.
8
9

3
3
8
.
6
9

3
3
2
.
8
9

3
0
0
.
0

3
3
8
.
7
0

3
3
6
.
0
0

3
3
9
.
3
0

計
画

河
床

高

計
画

築
堤

高

計
画

高
水

位

現
況

河
床

高

現
況

地
盤

高

現
況

左
岸

高

4



1
0
0
0
.
0

3
4
7
.
0
0

3
4
7
.
6
5

3
4
4
.
6
0

3
4
4
.
7
5

3
4
8
.
2
5

1
4
0
0
.
0

3
5
3
.
3
6

3
5
0
.
4
6

3
5
3
.
9
6

1
8
4
0
.
0

3
6
0
.
6
5

3
5
7
.
7
5

3
5
8
.
5
5

3
5
1
.
2
5

2
2
4
0
.
0

3
6
9
.
8
2

3
7
0
.
0
2

3
6
7
.
7
2

3
6
8
.
2
2

3
7
0
.
6
2

D
=
4
.
3
0

L
=
3
0
0
.
0

I
=
1
/
7
0

D
=
1
3
.
0
0

L
=
8
4
0
.
0

I
=
1
/
7
0

D
=
9
.
1
7

L
=
4
0
0
.
0

I
=
1
/
6
0

し

な

の

鉄

道

（

北

し

な

の

線

）

(
市

)
大

下

橋

(
市

)
馬

屋

橋

堂

万

川

合

流

点

徳

間

川

合

流

点

（

県

）

駒

沢

橋

駒
沢

川
縦

断
図
（

2
）

整
備

対
象

区
間

L
=
1
.
6
0
k
m

1
.
9
0
k

市

道

橋

市

道

橋

3
4
4
.
6
0

3
4
4
.
7
5

3
5
7
.
7
5

3
5
8
.
5
5

3
6
7
.
7
2

3
6
8
.
2
2

1
9
0
0
.
0

3
5
9
.
5
5

3
6
0
.
5
5

3
6
3
.
2
5

D
=
1
2
.
0
7

L
=
3
4
0
.
0

I
=
1
/
4
0

3
8
0
.
0
0

3
9
0
.
0
0

4
0
0
.
0
0

4
1
0
.
0
0

4
2
0
.
0
0

4
3
0
.
0
0

2
5
8
0
.
0

3
7
9
.
0
2

3
7
9
.
5
2

3
7
7
.
2
2

3
7
7
.
7
2

3
8
0
.
1
2

3
7
7
.
2
2

3
7
7
.
7
2

3
6
1
.
6
5

3
6
2
.
6
5

河
床

高

高
水

位

測
点

築
堤

高

計
画

河
床

勾
配

計 画

計
画

河
床

高

計
画

築
堤

高

計
画

高
水

位

現
況

河
床

高

現
況

地
盤

高

現
況

左
岸

高

5



河
床

高

高
水

位

測
点

計 画

計
画

河
床

高

計
画

築
堤

高

計
画

高
水

位

現
況

河
床

高

現
況

左
岸

高

現
況

右
岸

高

新
田

川
縦

断
図

築
堤

高

計
画

河
床

勾
配

D
L
=3

3
0.

0
0

3
40

.
00

3
50

.
00

3
60

.
00

3
70

.
00

‐
1
0
0
.
0

3
3
9
.
7
2

3
3
5
.
6
4

3
4
0
.
5
2

0
.
0

3
4
0
.
4
3

3
3
6
.
4
7

3
4
1
.
1
8

2
0
.
0

3
3
6
.
5
8

3
3
7
.
5
8

3
0
0
.
0

3
4
2
.
8
8

3
4
0
.
3
8

3
4
3
.
4
8

6
0
0
.
0

3
4
5
.
8
8

3
4
3
.
3
8

3
4
6
.
4
8

9
0
0
.
0

3
4
8
.
8
8

3
4
6
.
3
8

3
4
9
.
4
8

1
1
1
1
.
4

3
5
0
.
9
9

3
4
8
.
4
9

3
5
1
.
5
9

1
1
3
2
.
0

3
4
8
.
4
9

3
3
6
.
5
8

3
3
7
.
5
8

3
80

.
00

し
な
の
鉄
道
(北

し
な
の
線
)

D
=
1
0
.
9
1

L
=
1
0
9
1
.
4

I
=
1
/
1
0
0

整
備

対
象

区
間

L
=
1
.
0
8
k
m

0
.
0
2
k

1
.
1
1
k

市
道
橋

北
陸
新
幹
線

浅
川
合
流
点

市
道
橋

市
道
橋

市
道
橋

6



7



8



9



浅
川

ダ
ム

平
面

図

1
：

0
.
7

堤
頂

長
1
6
5
0
0
0

67300

浅
川

10



浅
川

ダ
ム

標
準

断
面

図

6
7
3
0
0

ダ
ム

天
端

E
L
5
6
6
.
0
0
0

サ
ー

チ
ャ

ー
ジ

水
位

E
L
5
6
2
.
1
0
0

5
7
0

E
L
（

m
）

5
6
0

5
5
0

5
4
0

5
3
0

5
2
0

5
1
0

5
0
0

E
L
5
1
3
.
0
0
0

ダム高 53000

11



浅
川

ダ
ム

上
下

流
面

図

上
流

面
図

下
流

面
図堤

頂
長

1
6
5
0
0
0

E
L
（

m
）

6
2
0

6
1
0

6
0
0

5
9
0

5
8
0

5
7
0

5
6
0

5
5
0

5
4
0

5
3
0

5
2
0

5
1
0

5
0
0

設
計

洪
水

位
E
L
5
6
3
.
9
0
0

サ
ー

チ
ャ

ー
ジ

水
位

E
L
5
6
2
.
1
0
0

ダ
ム

天
端

E
L
5
6
6
.
0
0
0

堤
頂

長
1
6
5
0
0
0

E
L
（

m
）

6
2
0

6
1
0

6
0
0

5
9
0

5
8
0

5
7
0

5
6
0

5
5
0

5
4
0

5
3
0

5
2
0

5
1
0

5
0
0

ダ
ム

天
端

E
L
5
6
6
.
0
0
0

ダム高 53000
ダム高 53000

12



岡田川 平面図

排水機場整備（内水対策）

整備対象区間整備対象区間整備対象区間整備対象区間

L=L=L=L=約約約約2.452.452.452.45㎞㎞㎞㎞

地図出典：電子国土WEB
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千曲川

整備対象区間

凡　　例
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